聖堂は静まりかえった。ざわめいていた従者達も、先ほど手籠めにしようとした修道女も両手を胸の前で組みながら慎ましく俯いている。男は羽織った薄布を素早く着直すとサキ中将に尋ねた。
「それで、サキ小…中将はどうしてこんなところへ？　確かあなたは神を信仰してなかったはずじゃ」
「もちろん私は神など信じてない。用があるのは神ではなく貴様だよ、ディケンズ。任務だ」
「やっぱり、任務か。まだこの体に慣れてないので、数日時間をくださいませんか、中将。その間にそこの修道女の子と一緒にこの体に慣れますので」
　男はにんまり笑い、恭しく頭を下げて請願する。
「ふざけるな！　何故貴様を生き返らせたのか考えてみろ。貴様は任務をこなし、死んだら転生し、また任務をこなし、そして死ぬんだよ。遊んでいる暇などない」
　サキ中将は男を睨むと怒鳴り散らした。
「昔にも言ったけど、転生ってけっこう辛いから、なるべくなら死にたくないんですけどね」
「そうか、ならば自らの無事を祈れ。ここはそのための場所だ」
「俺が神なんか信じてないの知ってるくせに」
「もちろん知ってるさ。ほら早く行くぞ。必要なものは全て用意してある。ついてこい」
　男は、早足で歩くサキ中将を追って聖堂を後にした。


